
算数科
算数科の定着状況

具体的な課題

　
課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標

・２～６年生は、基礎・活用ともに標準スコアを超えており、概ね良好である。
・同一集団の成長の過程を追った分析によると、すべての学年で上昇傾向にあり、習熟度別クラ
スで取り組んでいる効果が見られる。
・領域で目標値を下回っているのは、２年の「図形」「データの活用」、５年「図形」であり、その他
の領域では、目標値を上回っている。

○「数と計算」領域
・全体の正答率は概ね良好であるが、習熟度に個人差が大きい。
○「図形」領域
・２、５年で、「図形」領域の平均正答率が他の領域と比べて低い傾向がある。
○２、５学年で、問題文を正しく読み取り、言葉や式で書き表すといった記述の正答率が他の解
答形式と比べると低くなっている。

〇基礎基本の定着に個人差が大きい。
　　基本的な四則計算はできるものの、計
算の仕組みについての理解が不十分であ
ると考えられる。
　　示された場面において、目的にあった
数の処理の仕方を考察するなどの発展的
な問題に対して、既習事項を応用して考え
ることが難しい。
　　学習意欲の低下が見られる児童への
対応の成果が出ていない。

〇具体物を使った操作活動と思考が結び
ついていない。
　　図形の構成要素の理解、立体図形の
見方への理解が十分でない。学習の中
で、低学年からの図形操作が不足してい
る。
〇記述問題への苦手意識
　　問題文を正しく読み取る力の不足や自
分の考えを言葉や式で書き表す体験が不
足している。

○基礎基本の定着を図る
・百マス計算、繰り返しドリル、ベーシックドリル、eラ
イブラリ等を適切に活用し、継続的に取り組む。
・算数少人数指導では、習熟の度合いに応じて「導
入」で四則計算や九九等の基本的な問題を繰り返し
定着を図る。タイムを測るなど結果が見えるようにす
る。
・学習の習熟度に応じて、達成感を味わえるように補
充的な内容の課題や発展的な内容の課題を取り入
れる。
・地域未来塾等を活用し、個別指導を通して達成感
が得られるようにする。
○応用力、算数的な考え方の育成
・具体的操作が思考と結びつくことを意識した授業作
りを心掛ける。
・児童が具体物に触れる体験をする時間を確保す
る。ICTを活用しつつも、学習の中で、図形操作を十
分に行ったり、継続して触れたりできるようにする。
○自分の考えを表現できる力の育成
・自分の考えを書き表す時間を確保し、ペアや全体で
自分の考えを説明する場を設ける。
・低学年から、問題作りに取り組み、自分の考えや友
達の考えを共有することを大切にする。
・言葉や式、図、グラフなどを用いて、筋道を立てて説
明したり論理的に考えたりする経験を重ねて、方法
や理由等を記述する問題への苦手意識を軽減させ
る。

　区の設定した各観点・各領域の目標値を上回る児童を８割以上にする。
　数と計算領域に課題の見られた児童を中心に、個別指導、地域未来塾等を通して、基礎的な
計算の習熟を図る。


